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雑
誌「
ビ
ッ
グ

イ
シ
ュ
ー
」
を

ご
存
知
で
す
か
。

英
国
で
創
刊
さ

れ
、日
本
語
版
は

二
〇
〇
三
年
九
月
の
発
刊
以

来
、月
二
回
の
発
行
を
続
け

て
い
る
同
誌
の
大
き
な
特
徴

は
ホ
ー
ム
レ
ス
に
よ
る
路

上
販
売
。一
冊
二
百
二
十
円

で
仕
入
れ
、四
百
五
十
円
で

販
売
、差
額
が
収
入
に
な
り

生
活
を
支
え
て
き
ま
し
た

▼「
人
か
ら
人
へ
」の
配
布
方

法
に
労
働
組
合
機
関
紙
と
の

共
通
性
が
あ
り
、困
窮
者
の

生
活
支
援
に
根
ざ
す
視
点
な

ど
共
感
す
る
と
こ
ろ
も
多

く
、現
在
は
東
京
・
大
阪
で
百

人
が
販
売
を
担
っ
て
い
ま
す

が
、昨
年
以
降
の
コ
ロ
ナ
禍

で
街
の
人
出
が
減
っ
た
こ
と

で
路
上
販
売
に
打
撃
を
受
け
、

昨
春
の
販
売
部
数
は
一
昨
年

の
半
分
に
。二
度
目
の
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
こ

の
一
月
も
同
四
割
減
と
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
▼

一
時
に
比
べ
る
と
街
角
で
販

売
す
る
姿
を
見
か
け
る
こ
と

が
減
っ
て
い
ま
す
が
、こ
の

二
月
で
通
巻
四
百
号
、累
計

部
数
は
八
百
九
十
万
冊
に
達

し
、ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ
ー
社
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
販
売
場
所

を
確
認
す
る
こ
と
で
支
援
が

可
能
で
す
▼
三
月
一
日
、政

府
は
大
阪
府
な
ど
六
府
県
に

発
令
中
の
緊
急
事
態
宣
言
を

一
週
間
前
倒
し
で
解
除
し
ま

し
た
。一
方
で
大
阪
府
は
独

自
の「
大
阪
モ
デ
ル
」に
基
づ

く「
イ
エ
ロ
ー
ス
テ
ー
ジ
２
」

（
警
戒
期
間
）に
つ
い
て
は
継

続
し
て
い
ま
す
。引
き
続
き

安
全
対
策
へ
の
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。（

Ｋ
）

　

国
土
交
通
省
は
国
や
自

治
体
が
公
共
工
事
の
予
定

価
格
積
算
に
用
い
る
新
た

な
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
を
発
表
。
三
月
一
日
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

税
金
・
労
災
な
ど
未
加
入
者
へ
Ｐ
Ｒ
を

　

２
月
１
日
～
４
月
５
日
ま
で
春
の
拡
大（
仲
間
を
増
や
す
）

月
間
。身
近
な
新
入
職
者
や
税
金
申
告
・
労
災
保
険
加
入
な
ど

で
悩
ん
で
い
る
組
合
未
加
入
者
の
方
を
、ぜ
ひ
支
部
ま
で
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
。組
合
で
は
組
合
員
数
２
％
増
を
目
標
に

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
場
の
末
端
ま
で
届
か
せ
よ

　

全
国
・
全
職
種
の
平
均
単

価
は
二
万
四
百
九
円
で
前
年

度
二
万
二
百
十
四
円
か
ら

 

公
共
工
事
設

計
労
務
単
価 
平
均
二
万
四
百
九
円

 　

 

経
費
は
別
枠
41
％
加
算

　
各
地
で
申
告

相
談
会
開
催 

重
税
負
担
に
仲
間
の
悲
鳴
あ
が
る　

一
・
二
％
、
九
年
連
続
の
引

き
上
げ
と
な
り
、
二
〇
一
二

年
と
比
較
す
る
と
、
全
国
平

均
で
五
三
・
五
％
の
上
昇
、

最
高
値
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

労
務
単
価
は
基
本
給
、
手

当
、
賞
与
な
ど
の
臨
時
給

与
、
食
事
な
ど
の
実
物
給
与

で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

事
業
主
負
担
分
の
法
定
福

利
費
や
労
務
管
理
費
、
現

場
作
業
に
か
か
る
経
費
な

ど
は
雇
用
に
伴
う
必
要
経
費

と
し
て
労
務
単
価
に
は
含

ま
れ
ず
、
同
省
は
「
事
業
主

が
下
請
代
金
に
必
要
経
費
分

を
計
上
し
な
い
、
ま
た
は
下

請
代
金
か
ら
必
要
経
費
を

値
引
く
こ
と
は
不
当
行
為

に
あ
た
る
」
と
し
、
「
労

務
単
価
が
二
万
四
百
九
円

（
一
〇
〇
％
）
の
場
合
に

は
、
事
業
主
が
労
働
者
一
人

の
雇
用
に
必
要
な
経
費
は

二
万
八
千
七
百
七
十
七
円

（
一
四
一
％
）
に
な
る
こ
と

に
留
意
が
必
要
」
と
明
文
化

し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
で
の
主
な
十
六
職

種
別
単
価
は
上
表
の
通
り

（
空
欄
は
未
発
表
）
。

の
た
め
に
働
く
」
内
閣
が
う

た
い
文
句
の
は
ず
じ
ゃ
な
い

の
。

　

そ
れ
と
も
不
祥
事
の
火
消

し
で
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い

の
で
す
か
、
コ
ロ
ナ
最
優
先

の
う
た
い
文
句
は
ど
う
し
た

の
で
す
か
。

　

【
大
東
・
金
子
一
洋
・
大

工
】
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

初
め
の
予
定
か
ら
し
た
ら
だ

い
ぶ
遅
い
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
の
た
め
に
作
っ
た
ワ
ク

チ
ン
担
当
大
臣
が
、
初
め
の

う
ち
は
大
変
い
き
こ
ん
で
い

る
。
お
ま
け
に
前
に
出
て
も

こ
な
い
。
首
相
よ
、
「
国
民

た
が
、
こ
の
頃
で
は
、
延
期

す
る
と
い
う
発
言
を
し
て
い

　

飲
食
店
が
営
業
時
間
短
縮

に
応
じ
て
も
一
日
最
大
六
万

円
の
協
力
金
で
は
や
っ
て
い

け
ま
せ
ん
が
、
特
別
定
額
給

付
金
の
再
支
給
に
つ
い
て
、

菅
首
相
は
国
会
で
「
考
え
て

い
な
い
」
「
最
終
的
に
生
活

保
護
が
あ
る
」
と
い
う
答

弁
。

　

特
別
定
額
給
付
金
、
持
続

化
給
付
金
、
家
賃
支
援
給
付

金
の
再
支
給
、
休
業
時
短
に

対
す
る
給
付
金
の
抜
本
的
拡

充
な
ど
を
実
施
が
必
要
で

す
。

職種 労務単価
大工 ー
左官 23000

とび工 24800
型わく工 25800
鉄筋工 23400
鉄骨工 22300

ガラス工 22900
溶接工 25500
建具工 ー
造園工 21500
電工 21300

配管工 21800
板金工 ー
塗装工 25600
内装工 24900

サッシ工 23900

大阪府での主な16職種の
公共工事設計労務単価

　

城
東
鶴
見
支
部
で
は
二
月

二
十
七
・
二
十
八
日（
土
・
日
）

に
支
部
事
務
所
で
申
告
相
談

会
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
で
予
約
制
を

と
り
入
場
時
の
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
な
ど
感
染
対
策
を
講
じ
、

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
越
し
の
対

応
と
な
り
ま
し
た
が
、仲
間

の
質
問
に
親
身
に
な
っ
て
こ

た
え
る
相
談
員
。

　

事
業
税
に
つ
い
て
、消
費

税
の
一
般
・
簡
易
課
税
の
違

い
、医
療
費
控
除
の
添
付
書

類
作
成
に
つ
い
て
な
ど
あ
ら

ゆ
る
疑
問
に
こ
た
え
な
が
ら

申
告
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
【
住
吉
・
中
野
照
司
・
配
管
】

風
呂
場
と
台
所
の
水
栓
を
最

新
型
に
取
り
換
え
て
い
る
最

中
、仕
事
先
の
施
主
さ
ん
か

ら「
何
歳
で
も
技
術
職
は
社

会
で
仕
事
が
で
き
る
、本
当

に
幸
せ
よ
」と
言
わ
れ
ま
し

た
。

　

若
い
時
は
家
業
が
好
き
で

な
く
、何
の
取
り
柄
も
な
い

私
。父
親
に
知
ら
ず
知
ら
ず

に
習
っ
た
仕
事
で
し
た
が
、

今
は
あ
り
が
た
く
思
え
る
六

十
九
歳
で
す
。

　

あ
と
何
年
出
来
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、仕
事
を
大
切

に
、身
の
丈
に
あ
っ
た
一
日

一
日
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

東
淀
川
支
部
は
、
二
月
二

十
一
日
（
日
）
・
二
月
二
十

三
日(

火)

・
二
月
二
十
八
日

(

日)

に
申
告
相
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
現
場
で
購

入
し
た
ジ
ュ
ー
ス
や
、
接
待

交
際
費
に
関
す
る
飲
食
物
等

の
消
費
税
に
つ
い
て
の
質
問

が
。
外
食
な
の
か
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
な
の
か
で
消
費
税
率
が

異
な
り
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
な

ら
八
％
の
軽
減
税
率
で
す

が
、
店
内
で
飲
食
す
る
場
合

一
〇
％
に
な
る
た
め
、
実
態

を
聴
き
と
っ
て
対
応
。

　

組
合
に
加
入
し
た
ば
か
り

の
仲
間
に
は
、
申
告
に
関
わ

る
多
く
の
質
問
に
こ
た
え
、

売
上
と
経
費
の
整
理
に
便
利

な
所
得
計
算
書
の
活
用
を
す

す
め
ま
し
た
。

 

さ
ま
ざ
ま
な

 

質
問
に
対
応

城東鶴見

 

初
参
加
者
に

 

ア
ド
バ
イ
ス

東淀川

 

何
歳
で
も
働
け
る

 

幸
せ
か
み
し
め
る

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
暮
ら

し
を
直
撃
、
賃
金
の
減
少
を

招
い
て
い
ま
す
。

　

厚
労
省
の
毎
月
勤
労
統
計

に
よ
る
と
二
〇
年
十
一
月
の

賃
金
を
一
九
年
同
月
と
比
較

す
る
と
基
本
給
部
分
の
所
定

内
給
与
は
〇
・
二
％
減
、
残

業
代
を
指
す
「
所
定
外
給

与
」
は
一
〇
・
八
％
減
、
一

時
金
な
ど
「
特
別
に
支
払
わ

れ
た
給
与
」
は
一
二
・
八
％

減
。

　

二
〇
年
四
月
以
降
は
す
べ

て
の
月
で
給
与
総
額
が
前
年

同
月
を
下
回
り
、
特
に
飲
食

サ
ー
ビ
ス
業
の
賃
金
落
ち
込

み
が
深
刻
で
す
。

　

収
入
減
は
消
費
の
落
ち
込

万
円
。
一
九
年
の
三
百
五
十

二
万
円
か
ら
十
八
万
円
超
も

減
り
、
二
〇
年
に
倒
産
や
休

廃
業
・
解
散
し
た
企
業
は
五

み
に
直
結
。
総
務
省
の
「
家

計
調
査
」
の
二
人
以
上
の
世

帯
で
、
二
〇
年
一
～
十
二
月

の
消
費
支
出
は
三
三
三
・
五

悪
で
す
（
東
京
商
工
リ
サ
ー

チ
）
。

　

産
業
別
で
は
サ
ー
ビ
ス
業

一
万
五
千
六
百
二
十
四
件
に

万
八
千
百
一
件
で
、
と
り
わ

け
負
債
一
千
万
円
以
下
の
倒

産
件
数
や
休
廃
業
・
解
散
件

数
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
で
最

〇
年
の
就
業
者
数
は
六
千
六

百
七
十
六
万
人
で
前
年
比
四

十
八
万
人
減
少
し
ま
し
た

（
総
務
省
労
働
力
調
査
）
。

つ
い
で
建
設
業
が
九
千
五
百

四
十
六
件
に
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
起
因

す
る
解
雇
・
雇
い
止
め
で
二

  

コ
ロ
ナ
が
く
ら
し
圧
迫

　 

賃
金
・
雇
用
に
悪
影
響
及
ぶ

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

 

予
防
対
策
遅
れ

ま
ざ
ま
ざ
と

東淀川支部申告相談会

城東鶴見支部申告相談会
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が
集
う「
青
年
部
」で
は
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー
に
野

球
大
会
や
子
ど
も
た
ち
と
参

加
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
。

　

女
性
組
合
員
や
配
偶
者
で

組
織
す
る「
主
婦
の
会
」で
も

ハ
イ
キ
ン
グ
、手
作
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
楽
し
い
催

し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
70
歳
以
上
の
シ
ル

バ
ー
世
代
を
対
象
に
し
た

「
悠
生
会
」も
楽
し
い
交
流
会

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

講
習
会
案
内
な
ど
資
格
取
得

を
お
手
伝
い
。

・
資
格
取
得
の
報
奨
金
も
。

・
耐
震
診
断
員
の
登
録
と
耐

震
診
断
の
紹
介
、仕
事
に
関

わ
る
制
度
の
周
知
・
学
習
会

の
開
催
な
ど
。

・「
建
設
業
の
許
可
」登
録
手

続
き
も
援
助
し
ま
す
。

・
求
人
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
参
加
で
き
る
体

育
祭
や
魚
釣
り
大
会
、若
者

　

共
済
制
度
は
組
合
員
同
士

の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
給
付
制
度
。掛
金
は
月

４
百
円
で
組
合
費
に
含
む
。

■
給
付
内
容

・
結
婚
祝（
本
人
）、出
産
祝

（
本
人
・
配
偶
者
）、成
人
祝

（
本
人
）
…
１
万
５
千
円

・
就
学
祝（
子
ど
も
の
小
学
校

入
学
時
）
…
１
万
５
千
円

・
傷
病
見
舞
給
付

・
火
災
見
舞
…
３
万
円

・
風
水
害
見
舞
…
５
千
円

・
組
合
行
事
で
の
組
合
事
故

見
舞
い
給
付

・
死
亡
給
付（
本
人
）
…
権
利

発
生
後
年
数
に
よ
っ
て
３
万

～
30
万
円

・
配
偶
者
、家
族
死
亡
給
付

・
老
齢
脱
退
、脱
退
給
付
な
ど

※
給
付
に
は
、事
由
発
生
１

年
以
内
の
申
請
が
必
要（
脱

退
・
老
齢
脱
退
給
付
除
く
）で

あ
り
、組
合
費
の
完
納
な
ど

条
件
が
あ
り
ま
す
。組
合
費

滞
納
に
ご
注
意
を
。

■
お
得
な
制
度

・
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
と

提
携
、「
ワ
ン
デ
イ
ク
ー
ポ

ン
」が
利
用
で
き
ま
す
。

・
提
携
店（
大
建
労
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）で
組
合
員

証
を
提
示
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

や
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｐ（
全
労
済
）の
共
済
制
度　

火
災
共
済
、交
通
共
済
、マ
イ

カ
ー
共
済
な
ど
。

■
ろ
う
き
ん
提
携
ロ
ー
ン

　

住
宅
ロ
ー
ン
や
カ
ー
ラ
イ

フ
ロ
ー
ン
、教
育
ロ
ー
ン
や

不
意
の
出
費
に
対
応
す
る

「
マ
イ
プ
ラ
ン
」ほ
か
、施
主

向
け
の
住
宅
ロ
ー
ン
も
。

　

工
事
の
遂
行
中
、ま
た
は

工
事
を
し
た
個
所
が
原
因
と

な
っ
て
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ

た
り
、他
人
の
物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
場
合
、法
律
上
の

賠
償
責
任
を
負
っ
て
支
払
う

べ
き
賠
償
金
や
裁
判
に
な
っ

た
と
き
の
弁
護
士
報
酬
な
ど

の
支
払
い
に
備
え
る
保
険
。

■
資
格
取
得・建
設
業
許
可

・
作
業
主
任
者
講
習
会
、二
級

建
築
士
受
験
講
座
な
ど
の
講

習
会
開
催
、技
能
検
定
な
ど

向
け
て
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。ま
た
毎
月
第
三
木

曜
日
、弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
会
を
開
催（
要
予
約
）。

■
休
業
損
害
証
明　

交
通
事

故
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
、

休
業
損
害
請
求
の
基
と
な
る

証
明
を
組
合
が
し
ま
す
。

■
建
設
工
事
総
合
補
償
制
度

　

現
場
や
材
料
置
き
場
の
火

災
や
自
然
災
害
、盗
難
な
ど

の
被
害
を
補
償
す
る
保
険
。

■
賠
償
責
任
総
合
補
償
制
度

し
、調
査
に
も
対
処
し
ま
す
。

■
建
設
業
退
職
金
共
済

■
仕
事
や
暮
ら
し
の
悩
み
を

解
決
す
る
た
め
に　

賃
金
や

代
金
の
不
払
い
に
あ
っ
た
と

き
も
、建
設
業
法
第
41
条「
元

請
の
立
替
払
い
」や
賃
金
確

保
法
の
活
用
な
ど
、解
決
に

■
大
建
国
保

■
労
災
保
険　

現
場
で
ケ
ガ

を
し
た
時
に
備
え
て
就
労
形

態
に
合
わ
せ
た
加
入
を
。

■
税
金
対
策　

申
告
相
談
会

や
記
帳
講
習
会
、一
括
申
告

で
税
金
対
策
も
バ
ッ
チ
リ
。

　

税
務
署
か
ら
の
呼
び
出

 

月
４
百
円
の
助
け
合
い

   

組
合
共
済
で
各
種
給
付
金
が

組合費滞納
にご注意を

全
労
済
・
労
金
や

お
店
と
も
提
携

青
年
・
シ
ル
バ
ー

女
性
交
流
の
場
も

 
税
金
対
策
や
不
払
い
相
談

   
仕
事
暮
ら
し
フ
ォ
ロ
ー
組合事業

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

持続化給付金の申請サポート会も開催しました

青年部スキな生き物
おえかきコンテスト

送
る
姿
に
は
笑
い
か
け
て

く
る
。仕
事
の
カ
バ
ン
を

持
っ
て
出
て
行
く
時
は
冷

や
や
か
な
目
で
見
送
っ
て

い
る
。「
い
つ
帰
っ
て
く

る
ん
や
ろ
」と
考
え
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

　

だ
か
ら
帰
っ
て
く
る
と

う
れ
し
く
て
仕
方
な
い
。

帰
っ
て
く
る
と
ま
ず
お
風

呂
に
入
る
主
人
を
伏
せ
し

て
待
つ
ラ
イ
ン
、出
て
く

る
と
牛
乳
を
飲
む
こ
と
も

知
っ
て
い
る
。台
所
が
見

え
る
所
に
座
り
直
し
、主

人
の「
ラ
イ
ン
」と
呼
ぶ
声

を
待
っ
て
い
る
。今
は
息

子
よ
り
癒
し
で
あ
る
。

　
【
堺・
小
澤
博
子
】わ
が
家

に
来
て
四
年
経
っ
た
黒
ポ
メ

の「
ラ
イ
ン
」ち
ゃ
ん
は
主
人

が
い
ち
ば
ん
大
好
き
で
あ
る
。

　

な
ぜ
に
好
き
に
な
っ
た
の

か
と
言
う
と
、コ
ロ
ナ
で
仕

事
が
減
少
し
、家
に
い
る
主

人
と
と
も
に
お
菓
子
を
パ
ク

パ
ク
し
て
い
た
か
ら
。主
人

も
約
五
㌔
増
え
た
が
ラ
イ
ン

も
〇
・
四
㌔
増
え
た
。

　

常
に
主
人
の
横
に
べ
っ
た

り
く
っ
つ
い
て
い
る
か
ら
、

朝
出
か
け
て
行
く
主
人
を
見

お
父
さ
ん
大
好
き

わ
が
家
の
愛
犬

•••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

２
０
２
１
・
３
・
16

Ｑ　

母
が
近
く
に
住
ん
で

い
ま
す
。こ
れ
ま
で
母
の

意
向
に
従
っ
て
母
の
財
産

を
管
理
し
て
き
ま
し
た
が
、

最
近
、母
の
認
知
症
が
進

行
し
、意
向
確
認
が
難
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

遠
方
の
弟
と
は
折
り
合

い
が
よ
く
な
く
、あ
と
に

な
っ
て
使
い
込
ん
だ
な
ど

と
言
わ
れ
た
く
あ
り
ま
せ

後
見
人
を
選
任
し
て
も
ら

う
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ん
。ど
う
す
れ
ば
い
い
で

し
ょ
う
か
。

Ａ　

家
庭
裁

判
所
に
成
年

後
見
申
立
を

し
て
、成
年

本
人
に
代
わ
っ
て
法
律
上

の
権
限
に
基
づ
き
財
産
を

成
年
後
見
人
は
、家
庭
裁

判
所
の
監
督
の
も
と
で
、

た
が
自
ら
成
年
後
見
人
に

な
り
た
い
と
考
え
て
も
、

管
理
・
処
分
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、誰
を
成
年
後

見
人
に
選
任

す
る
か
は
家

庭
裁
判
所
の

判
断
に
委
ね

ら
れ
、あ
な

弟
さ
ん
が
反
対
す
れ
ば
、

通
常
は
第
三
者
の
専
門
家

（
弁
護
士
な
ど
）が
選
任
さ

れ
る
点
に
注
意
が
必
要
で

す
。

　

こ
の
場
合
、成
年
後
見

人
に
協
力
す
る
必
要
が
あ

り
、お
母
さ
ん
名
義
の
財

産
か
ら
報
酬
が
支
払
わ
れ

ま
す
。（
き
づ
が
わ
共
同

法
律
事
務
所
）

　
進
行
す
る
母
の
認
知
症

　
　

成
年
後
見
人
選
任
の
検
討
を

　

毎
年
青
年
部
で
は
、「
旗

び
ら
き
」（
新
年
会
）で
交
流

を
行
な
い
、Ｕ
Ｓ
Ｊ
の
ペ
ア

チ
ケ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
機
、電

動
工
具
な
ど
豪
華
景
品
が
当

申
し
込
み　

三
月
二
十
二
日

（
月
）ま
で
に
支
部
へ

　

三
月
か
ら
開
講
予
定
の

「
二
級
建
築
士
受
験
講
座
」

は
、最
少
開
催
人
数
に
達
し

な
か
っ
た
た
め
、開
講
を
見

合
わ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。ご
理
解
の
ほ
ど
お
願

い
し
ま
す
。

万
全
に
し
て
行
な
う
予
定
で

す
の
で
、必
ず
マ
ス
ク
着
用

の
上
、四
十
歳
ま
で
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

◇

と
き　

三
月
二
十
九
日（
金
）

午
後
七
時
～

会
場　

本
部
五
階

参
加
対
象　

青
年
部
員

（
四
十
歳
以
下
の
組
合
員
）

内
容　

交
流
会
・
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム

注
意　

食
事
は
伴
い
ま
せ

ん
。必
ず
マ
ス
ク
着
用
を
。

た
る
ビ
ン
ゴ
大
会
を
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、コ
ロ
ナ
に
負
け

な
い
青
年
部
の
繋
が
り
を

作
っ
て
い
く
た
め
に
こ
の

「
親
睦
交
流
会
」の
開
催
で
リ

ベ
ン
ジ
し
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
コ
ロ
ナ
対
策
は

　
【
住
吉
・
中
野
照
司
・
配
管
】

何
年
ぶ
り
か
で
、本
棚
を
整

理
し
て
い
た
。そ
の
中
に
大

建
労
五
十
周
年
記
念
誌「
絆
」

が
あ
り
、片
付
け
も
ほ
っ
た

ら
か
し
て
読
み
続
け
た
。

　

い
ち
ば
ん
感
じ
た
こ
と

は
、ど
の
写
真
の
顔
も
目
が

　
【
青
年
部
書
記
長
・
向

井
至
】青
年
部
は
三
月

二
十
九
日（
金
）午
後
七
時

か
ら
大
阪
建
設
労
働
組
合

本
部
五
階
で
親
睦
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

親
睦
交
流
会
に
参
加
を

　

  

３
月
29
日（
金
）19
時
本
部
で

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

 

2
級
建
築
士
講
座

 

は
開
講
見
合
わ
せ

だ
。若
く
し
て
亡
く
な
っ
た

多
く
の
仲
間
の
写
真
も
目
に

輝
い
て
い
る
こ
と
。見
て
い

る
私
も
元
気
に
な
る
ば
か
り

飛
び
込
ん
で
き
た
。

　

二
十
数
年
前
は
皆
さ
ん
若

か
っ
た
。文
章
も
前
向
き
で

力
の
こ
も
っ
て
い
て
、夢
の

大
き
さ
も
見
え
る
。そ
ん
な

先
人
に
恥
じ
ぬ
よ
う
が
ん
ば

り
た
い
。　

 

懐
か
し
い
仲
間
が

 

甦
る
50
年
記
念
誌

寝屋川支部・木原寛太さんの作品

寝屋川支部・木原未瑚さんの作品

その㊸
50周年記念誌「絆」

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•


